
        第２９回近畿 Venous Forum～静脈血栓塞栓症の新たな時代～ 

日時：２０２５年１１月２２日（土）１３：３０～１７：００ 

場所：一般財団法人 住友病院 大講堂 

会長：永井病院/国立循環器病研究センター 辻 明宏 

                           プログラム 

13:30 開催の挨拶  辻 明宏 

13:35 一般演題 座長 今井 崇裕 

1. 側枝静脈瘤レーザー焼灼術のための術前側枝マッピングの重要性 

ハルカス川崎クリニック 川崎 寛 

2. 下肢静脈瘤に対するシアノアクリレートを用いた塞栓術後に大伏在静脈に異物肉芽腫を形成し

た一例  大阪大学形成外科 黒田一也 

3. 人工血管による表在静脈間のバイパス術にてシャント修復をした 4 例 

市立東大阪医療センター 心臓血管外科 高井 佳菜子 

4. 症候性腸骨静脈閉塞合併大腿動脈動静脈瘻に対する 1 治療例―静脈学会 

2026 年度静脈疾患サーベイに向けて 市立奈良病院 放射線科 穴井 洋 

14:15 ワークショップ講演 1～静脈性潰瘍を解決できるか～座長 久保盾貴 

1. 静脈うっ滞性潰瘍患者の治療継続のための調整～看護師の役割と支援の実践～   

国立循環器病研究センター 看護部 中屋 貴子 

2. 静脈うっ滞症状に対する下肢静脈エコーの重要性  

坂田血管外科クリニック 坂田雅宏 

3. 血栓後症候群に対するカテーテル治療の可能性  

永井病院 心臓血管センター 辻 明宏 

4. 静脈性潰瘍に対する下肢静脈瘤治療    

やまもと静脈瘤クリニック 山本 崇  

5. 静脈性潰瘍における創傷治療 ヒト羊膜使用組織治癒促進用材料 EPIFIX®を用いた治療 

住友病院形成外科 三木綾子 

15:30 休憩時間 

15:45 ワークショップ講演 2～深部静脈血栓症の治療のポイント～座長 藤村博信 

1. ここまでできるぞ急性深部静脈血栓症のカテーテル治療 

国立循環器病研究センター 肺循環科 林 浩也 

2. JCS2025 年度版ガイドラインから見た深部静脈血栓症の診断治療 

永井病院/国立循環器病研究センター 辻 明宏 

16:15 特別講演～慢性血栓塞栓性肺高血圧症(CTEPH)の最前線～座長 辻 明宏 

   CTEPH 診断治療の最前線  

     国立循環器病研究センター 肺循環科 大郷 剛    

16:55 閉会の挨拶 辻 明宏   


